










5-1 基本設計

5-2 地形測量

5-3 流量測量

   5 事業の内容

 本計画では、⽔路式⽔⼒発電所として、使⽤流量 0.178㎥/ｓ、有効落差
140.2ｍ、最⼤発電量 199ｋＷを⽬標としたが、ペルトン⽔⾞を採⽤し、総
落差151.40m、有効落差129.51m、使⽤流量0.198m³/s、⽔圧管Φ350を前
提に設計し、適正出⼒は182kWと算定された。

 本測量は、霧島市牧園町⾼千穂・中津川栗川地区における中⼩⽔⼒発電
 導⼊可能性調査の⼀環として、導⽔ルートの設定、落差条件の確定、構造

物配置の検討、施⼯性・安全性の評価を⽬的に、基準点測量、パイプライ
ン路線測量、導⽔路線測量、UAV（ドローン）測量を実施した。
 これらの成果は、導⽔路の配置、落差の確定、構造物の施⼯性評価に必
要な地形情報が整備され、発電設備の基本設計の精度向上に寄与するとと
もに、事業化判断に必要な技術的基盤を形成することができた。

 本事業では過年度の流量観測データを⽤いデータ解析を⾏った。但し過
年度との測量データと⽐較の為に⼀度だけ流量観測を⾏った。具体的には
取⽔予定箇所にて河川断⾯ごとの⽔深および流速を測定し流量を求めた。
 得られたデータより⽉別の推定発電電⼒量は１⽉56,761、2⽉67,368、3
⽉94,470、4⽉94,013、5⽉110,498、6⽉118,737、7⽉134,552、8⽉
133,175、9⽉128,378、10⽉125,151、11⽉111,550、12⽉101,533（ｋ
Wh）となった。
 本事業では過年度のデータ解析を基に数値算出を⾏ったため、流量測定
のデータは過年度の数値との⽐較の為に⽤いた。

 設計計画にあたり、地質構成及び地盤の⼒学的特性を把握するため、地
質調査を⾏った。調査は試験機械の搬⼊を考慮し、現地状況の沿った試験
⽅法で⾏った。スクリューウエイト貫⼊試験を２箇所、簡易動的コーン貫
⼊試験を４箇所⾏い多⾓的な地盤評価を⾏った。⼀部にやや軟弱地盤が確
認されたが、施⼯時の基礎処理として砕⽯置換え等の処置により⼗分に地
耐⼒が確保でき問題は無いものと判断された。

5-4 地質調査
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